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久
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田　

隆　

博

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
に
て
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
の
業
務
推

進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
は
大
切
な
食
料
を
生
産
す
る

農
地
を
、
農
地
法
に
よ
っ
て
厳
格
に
捉
え
利

用
状
況
調
査
の
実
施
等
を
通
じ
守
っ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
農
地
や
農
作
物
に
は
、
社
会
公
共
性

の
存
在
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　

さ
て
、
ご
存
知
の
よ
う
に
平
成
28
年
４
月

１
日
よ
り
改
正
農
協
法
、
農
業
委
員
会
法
が

施
行
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
組
織
変
更
が
進
め

ら
れ
、
私
た
ち
の
上
部
団
体
で
あ
る
北
海
道

農
業
会
議
は
一
般
社
団
法
人
化
さ
れ
、
道
内

１
７
０
の
農
業
委
員
会
会
長
と
１
７
１
市
町

村
に
よ
る
現
在
の
２
倍
の
構
成
員
か
ら
な
る

組
織
と
な
り
ま
す
。

　

同
会
議
に
は
常
設
審
議
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
渡
島
地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
か
ら
も

毎
月
１
名
が
農
地
法
や
そ
の
他
法
令
業
務
の

審
議
に
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
改
革
断
行
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
策

で
あ
り
、
こ
れ
が
発
動
す
る
と
農
業
生
産
額

は
全
国
で
１
３
０
０
億
〜
２
１
０
０
億
円
の

減
収
が
見
込
ま
れ
、日
本
の
農
業
は
壊
滅
へ
、

農
家
は
離
農
へ
と
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
す
る
強
化
策
の
柱
と
し
て
、
株

式
会
社
等
の
法
人
に
よ
る
農
業
へ
の
新
規
参

入
を
促
し
、
６
次
産
業
化
や
農
産
物
の
輸
出

促
進
に
よ
り
、
日
本
農
業
の
成
長
に
繋
げ
る

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
日
本
の
農
業
が
衰
退
し

て
は
、
食
料
の
安
全
確
保
が
危
ぶ
ま
れ
る
か

ら
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
は
商
業
的
思
考
と
高
効

率
生
産
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
急
務
で
す
。

　

そ
し
て
町
民
の
皆
様
に
は
七
飯
の
「
ク
リ

ー
ン
農
業
の
取
り
組
み
」
に
興
味
を
抱
い
て

頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

■ 今年も生産量全道一を目指し！ ■■ 今年も生産量全道一を目指し！ ■
６月のブライダルシーズン出荷に併せ、11月末に定植された寒中のカーネーション６月のブライダルシーズン出荷に併せ、11月末に定植された寒中のカーネーション

（豊田－川崎　俊清さんハウス）（豊田－川崎　俊清さんハウス）
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農
業
委
員
会

総
会
開
催
予
定

　

総
会
は
、
農
業
委
員
会
が
処
理
す

べ
き
事
項
を
審
議
あ
る
い
は
協
議
し

決
定
す
る
場
で
、
通
常
月
１
回
開
催

さ
れ
ま
す
。

第
17
回　

平
成
27
年
10
月
26
日

・ 

農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て１件

（
農
委
許
可
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

２
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

第
18
回　

平
成
27
年
11
月
24
日

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

２
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

第
19
回　

平
成
27
年
12
月
25
日

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
（
使
用
貸
借
）

１
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

４
件
（
可
決
）

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
賃
貸
借
）６

件
（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

１
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

第
20
回　

平
成
28
年
１
月
25
日

・ 

農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

つ
い
て
（
所
有
権
移
転
）

４
件
（
可
決
）

・ 

農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
出
に
つ

い
て

　

七
飯
町
内
で
平
成
27
年
１
月
か
ら

12
月
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
賃
借
料
水

準
を
公
表
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
の
農
地
法
改
正
に
よ

り
、
従
来
の
「
標
準
小
作
料
制
度
」

が
廃
止
さ
れ
、農
業
委
員
会
で
は「
農

地
賃
借
料
情
報
の
提
供
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
農
地
法
第
52
条
：
情
報

の
提
供
等
）

　

農
地
の
賃
貸
借
契
約
を
し
よ
う
と

す
る
方
の
目
安
と
な
る
よ
う
、
実
際

に
締
結
さ
れ
た
農
地
の
賃
貸
借
契
約

の
賃
借
料
を
も
と
に
作
成
し
た
「
賃

借
料
情
報
」
を
参
考
に
、
貸
し
手
、

借
り
手
が
十
分
な
話
し
合
い
の
う
え

で
、
農
地
の
賃
借
料
を
決
め
て
く
だ

さ
い
。

　

地
域
区
分
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

●
七
飯
方
面

　

本
町
、
桜
町
、
鳴
川
、
緑
町
、

　

飯
田
町
、
大
中
山
、
大
川
、
中
野
、

　

中
島
、
豊
田
、
鶴
野
、
上
藤
城
、

　

藤
城
、
峠
下
、
仁
山

●
大
沼
方
面

　

大
沼
町
、
上
軍
川
、
軍
川
、

　

東
大
沼
、
西
大
沼

■今後の総会開催予定は次のとおりです。
総会名 開催日 開催場所 許可申請等締切日 現況調査
第22回 平成28年3月23日（水）農業委員会会議室 3月 9日（水） 3月16日（水）
第23回 平成28年4月26日（火） 〃 4月12日（火） 4月19日（火）
第24回 平成28年5月24日（火） 〃 5月10日（火） 5月17日（火）
第25回 平成28年6月24日（金） 〃 6月10日（金） 6月17日（金）
第26回 平成28年7月26日（火） 〃 7月12日（火） 7月19日（火）
第27回 平成28年8月24日（水） 〃 8月10日（水） 8月17日（水）
※日程は都合により変更となる場合があります。
　最新情報は農業委員会事務局（☎65-2519）までお問い合わせください。

１　田（水稲）の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円（金額は 10a 当り）
締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

七　飯　方　面 12,100 円 17,448 円 8,074 円 32
大　沼　方　面 8,400 円 10,000 円 6,111 円 20 

２　畑（普通畑）の部
締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

七　飯　方　面 9,400 円 10,000 円 6,000 円 8
大　沼　方　面 実績無し

３　畑（果樹地・りんご）の部
締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

七　飯　方　面 実績無し
大　沼　方　面 実績無し

※１　データ数は、集計に用いた件数です。
※２　 賃借料を物納支給（玄米等）としている場合は、玄米１俵（60kg）12,000円、白米1俵（60kg）20,000円に

換算し算出しています。
※３　 平均金額は算出結果を四捨五入し100円単位で算出しています。
　　　最高・最低額は実金額を掲示しています。
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　農地利用の最適化（担い手への農地利用の集積・集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新規参入の促進）の

さらなる推進に向けて、平成２７年９月「農業委員会等に関する法律」（農業委員会法）の改正を含む「農業

協同組合法等の一部を改正する法律」が公布され、平成２８年４月から施行されます。

　この法律の改正に伴い、変更となる主な内容をお知らせします。

１ 農業委員選出方法の変更　　※次期選任から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成 29年 6月予定）

【現行】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【改正後】　　　　　　　　　　　　　　　　　

【公選委員】
○ 公職選挙法に準じ、市町村の区域内から農
業委員選挙人資格を持つ農業者により選挙

【選任委員】
○ 農協、農業共済、土地改良区それぞれが推
薦した理事を町長が選任

○ 町議会が推薦した学識経験を有する者を町
長が選任

【町長の任命制へ変更】
　農業者、農業団体等からの推薦及び公募に
より選出された者を町議会の同意を得て、町
長が任命
○ 原則として、委員の過半は※認定農業者と
しなければならない。

○ 農業委員会の所掌事項に関し、利害関係を
有しない者を含まなければならない。

２ 農業委員会業務の見直し　※平成２８年４月から

【現行】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【改正後】　

【必須業務】
○ 農地の権利異動・転用等の許認可、農地利
用状況調査など

【任意業務】
○ 担い手への農地集積・集約化、耕作放棄地
の発生防止・解消

○法人化その他農業経営の合理化
○農業等に関する調査及び研究
○農業及び農民に関する情報提供
○ 農業及び農民に関する事項についての意見
公表、行政庁への建議又は諮問への答申

【必須業務】
○ 農地の権利異動・転用等の許認可、農地利
用状況調査など

○ 農地利用の最適化（担い手への農地集積・
集約化、耕作放棄地の発生防止・解消、新
規参入の促進）の推進

【任意業務】
○法人化その他農業経営の合理化
○農業等に関する調査
○農業等に関する情報提供
○農地利用最適化の推進に関する意見、要望

３ 農地利用最適化推進委員の新設　　※平成２９年７月から

・各地区において農地等の利用の最適化の推進活動を行う「農地利用最適化推進委員」が新たに設けられます。
　※ 今後、農業委員の一般選挙は行われません。そのため、農業者の皆様にお願いしていた「農業委員会委員選
挙人名簿の登載申請書」の提出については、平成 28 年 1 月から不要となりました。

　※現在の農業委員は、法律の経過措置により、任期満了（平成 29 年 7 月 19 日）まで在任します。

農業委員会法が改正されました

※認定農業者
　農業経営基盤強化促進基本構想が示す農業経営の目標に
向け、自らの創意工夫で経営改善を進める計画を市町村に
提出し、その認定を受けた農業者です。地域農業の担い手
として位置付けられています。
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農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ

り
、
農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
次

回
選
出
時
よ
り
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
現
職
委
員
は
、
経
過
措

置
に
よ
り
任
期
満
了
ま
で
引
き
続

き
在
任
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
、「
申

（
さ
る
）」
で
す
。

　

申
年
は
「
申
（
さ
る
）」
が
「
去

る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
、「
悪
い

こ
と
や
病
が
去
り
」
幸
せ
が
く
る

年
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
様
に
と
り
幸
せ
な
１
年
と
な

り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

■
編
集
委
員田　

中　

猛　

一　
　

杉　

村　

久　

悦　
　

小　

森　

久　

司　
　

芦　

野　
　
　

茂　
　

■
編
集
・
発
行

　

七
飯
町
農
業
委
員
会

　

事
務
局
（
役
場
内
）

　

〒
０
４
１

－

１
１
９
２

　

七
飯
町
本
町
６
丁
目
１

－

１

　

☎
65

－

２
５
１
９
（
直
通
）

　

鯖
65

－

９
２
８
０

農
業
委
員
の
声

農
業
委
員
の
声

　
「
農
業
委
員
と
し
て
」

　

平
成
26
年
に
渡
島
平
野
土
地
改
良

区
か
ら
の
推
薦
委
員
と
し
て
農
業
委

員
に
選
任
さ
れ
、
奉
職
し
て
約
１
年

半
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

職
務
の
中
で
、
地
目
変
更
等
に
係

る
現
況
調
査
・
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や

作
況
調
査
等
に
同
僚
委
員
と
一
緒
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

地
目
変
更
に
係
る
現
況
調
査
の
場

合
、
そ
の
農
地
は
主
に
、

　

◎ 

耕
作
者
が
高
齢
等
に
伴
い
耕
作

放
棄
し
た
土
地

　

◎
袋
地
に
よ
る
耕
作
困
難
地

　

◎
転
石
等
に
よ
る
耕
作
不
適
地

　

◎ 

耕
作
地
周
辺
の
環
境
変
化
〔
人

家
が
張
り
付
い
て
き
た
等
〕

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。

　

担
当
区
域
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

２
回
実
施
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

日
々
忙
し
い
中
農
家
の
み
な
さ
ん

の
努
力
に
よ
り
、
概
ね
農
地
は
適
正

に
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
僅
か

で
は
あ
り
ま
す
が
耕
作
や
管
理
さ
れ

て
い
な
い
農
地
が
増
え
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
大
切
な
農
地
の
健
全

な
保
全
に
、
町
の
農
業
政
策
に
携
わ

る
、
農
林
水
産
課
・
農
協
・
土
地
改
良

区
等
と
の
連
携
を
密
に
し
、
寄
与
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

　
「
農
業
へ
の
思
い
」

　

戦
後
農
業
の
柱
で
あ
っ
た
コ
メ
・

農
地
・
農
協
の
諸
制
度
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
よ
り
大
き
く
変
わ
り
、
農
業
分
野

へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

国
は
「
攻
め
の
農
業
」
と
称
し
農

政
改
革
を
推
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
に
従
事
す
る
者
は
、

た
だ
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

農
業
は
多
面
的
な
機
能
と
し
て
環

境
保
全
・
景
観
形
成
・
文
化
の
伝
承

と
い
っ
た
、
お
金
に
換
算
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
価
値
が
あ
り
、
地
域
社

会
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の

で
す
。
い
ま
こ
そ
、
農
業
を
も
っ
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
き
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
普
及
で
「
誰
で
も
情
報
発
信
で
き

る
時
代
」、農
業
の
大
変
さ
の
な
か
に

も
、
作
物
を
育
て
る
こ
と
の
楽
し
さ

や
達
成
感
、
充
足
感
か
ら
く
る
喜
び

を
伝
え
る
こ
と
が
、「
次
世
代
に
つ
な

げ
る
農
業
へ
の
道
標
」
と
し
て
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
今
、
農
業
は
も
と
よ
り
、

地
方
に
お
け
る
労
働
力
不
足
は
、
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

町
民
の
皆
さ
ん
、
お
近
く
の
農
家

さ
ん
が
求
人
広
告
を
出
し
た
際
は
、

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
七
飯
町
農
業

の
応
援
団
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
今

後
と
も
内
外
か
ら
ご
支
援
・
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
し
ま
女
性
農
業
委
員
の
会

（
ぷ
ら
う
）
の
活
動

　

平
成
26
年
12
月
、
女
性
農
業
委
員

組
織
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
お
し
ま
女
性

農
業
委
員
の
会
」
が
、
北
海
道
で
初

め
て
の
組
織
と
し
て
産
声
を
上
げ
ま

し
た
。

　

女
性
な
ら
で
は
の
活
動
を
通
じ
、

管
内
農
業
発
展
の
一
助
に
研
修
会
の

開
催
等
積
極
的
な
取
り
組
み
を
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

加茂　悦夫 委員

小坂　寛和 委員

７
０
０

８
，４
０
０

研修会の様子研修会の様子
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